








Copylight (c) 2013 今仁生美



















In this paper we will examine Kuno’s theory on negation in Japanese.  He hypothesizes that 
the scope of negation does not extend over a verb or adjective that immediately precedes it in a 
sentence.  This a little surprising hypothesis (since propositional negation is also used in Japanese) 
has been influencing semantic or syntactic research on negation, and also challenged by many 
researchers.  His analysis of negation in Japanese is mainly based on the concepts of foci and the 
scope of negation.  But exactly how these two concepts are involved in negation (or not) is still in 
debate.  There is another issue in his analysis that has often been argued in literature.  He proposes 
that negative sentences in Japanese be classified into two types of information structures.  However, 
as he himself admits, he uses these concepts without rigid definition.  There are two purposes 
in this paper.  One is to show that the two information structures he made a distinction of can be 
resolved into a relationship between foci and alternative sets of them.  The other is to examine if his 

















 （1） A ：君ハ，コノ写真ヲ パリデ 撮ッタノカ。 
 B ： ＊ イヤ，パリデ（ハ）撮ラナカッタ。（p126） 
 （2） A ：君ハ， 終戦ノ年ニ 生マレタノカ。 















点は［・］ Focus で表し，否定のスコープは［・］ Neg で表示する。 
 （4） B ：いや， ［ ［パリで（は）］ Focus 撮ら］ Neg なかった。 
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 （6） A ：君ハ， 終戦ノ年ニ 生マレタノカ。 



































 （9） a. 僕ハ，終戦ノ年ニ生マレタ。（p129） 






 （10） 僕ハ， 　□歩イテ　　　 来タ。 
   　□自転車デ 
   　□バスデ 
   　■車デ 
 他方，久野は，（9a）が（11）のような「マルチプル・チョイス式インフォーメイション構造を持っ
ていると考えることは，困難である（p129）」とする。 
 （11） 僕ハ， 　□1920年　　　 ニ生マレタ。 
   　□1930年 
   　■終戦ノ年 　
   　□1940年 
























 （14）僕ハ，時計ヲ パリデ（ハ） 買ワナカッタ。（p131） 





































 （16） A ：誰が，来なかったのか。 
 B ：［太郎］ Focus が，来なかった。 
 （16）の代替集合Altは（「太郎」を焦点とする）個体の集合である。ここでAltの要素を含む命
題の集合AltPを考える。たとえば，「パリで」を焦点としてもつ次の（17）において， 
 （17） A ：君は，この時計をパリで買ったのか。 
 B ：いや，僕はこの時計をパリで（は）買わなかった。 
 「僕はこの時計をパリで買った」の代替集合AltPは，肯定命題と否定命題が両方含んで以下のよ
うになる。 
 （18） P＝［僕はこの時計をパリで買った］ 
 Q＝［僕はこの時計をロンドンで買った］ 
 R＝［僕はこの時計を東京で買った］ 
 AltP＝｛P, ￢P, Q, ￢Q, R, ￢R｝ 























 （19） A ：誰が，来なかったのか。 











 （1） A ：君ハ，コノ写真ヲ パリデ 撮ッタノカ。 




























 （24） A ：昨日の取引が失敗したらしいな。誰が悪いんだ。 太郎が 悪いのか。 
 B ：いや， 太郎は 悪くない。 
 （24）は，久野が取り上げた（1）と同じく，焦点が否定のスコープの中に入る解釈が意図されて
いる文である。（1）のAに対する返答は，すでに見たように，（28）ではなく（29）であった。 
 （1） A ：君ハ，コノ写真ヲ パリデ 撮ッタノカ。 
 B ： ＊ イヤ，パリデ（ハ）撮ラナカッタ。（p126） 
 （25） この写真を撮らなかったのは，パリだ。（≠（1B）） 
 （26） この写真を撮ったのは，パリではない。（＝（1B）） 
 このパターンは（27A）への返答においても同じで，（27A）に対する返答は（29）であって（28）
ではない。 
 （27A） 昨日の取引が失敗したらしいな。誰が悪いんだ。太郎が悪いのか。 
 （28） 悪くないのは太郎だ。（≠（24B）） 















 （30） A ：パリで時計を買いましたか。 
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 B1 ：??いえ，時計を買いませんでした。 
 B2 ：いえ，買いませんでした。 
 （31） A ：今日は，車で来ましたか。 
 B1 ：いえ，車で来ませんでした。今日は歩いてきました。 





 （32） A ：パリで時計を買いましたか。 
 B1 ：??いえ，買ったのは時計ではありません。 





































 （19） A ：誰が，来なかったのか。 














 （36） A ：君の娘は何日に生まれたのか。元旦に生まれたのか。 






 （37） A ：（この）財布を見つけてくれてありがとう。松葉公園に落ちていたのですか。 








 （38） A ：この財布は誰のだろう。松葉公園に落ちていたのですか。 






















































 （40） A ：学生が二人ここに来ましたか。 
 B1 ：いいえ。 
















 （42） A ：学生が二人ここに来ましたか。 
 B ：いえ，一人しか来ませんでした。 
 （43） B ：（学生は / ＊ その学生｛a, b｝は）一人しか来ませんでした。 
 　次に，「のだ」文の場合，久野が指摘するように，疑問のスコープは「Xのだ」のXにまで及ぶ。
たとえば，（44A）では，疑問のスコープは数量子の「二人」にまで及んでいる。 
 （44） A ：学生が 二人 ここに来たのですか。 
 B1 ：いいえ。 
























 （46） 鶏が，二個，卵を産まなかった。 













 （35） 太郎は，車を持っていない 















 （38） a.  ＊ 君ハ，コノ時計ヲパリデ買ッタカ。 
 b. ○ / ?君ハ，コノ時計ヲパリデ買ッタカ，ロンドンデ買ッタカ。 































 （38） A ： 眼球の表面が傷ついていますね。ひょっとしてこのコンタクトレンズ，コンタクト
ファームで買いましたか。 
 B1 ：いえ，そこで買ったのではありません。 




 （39） A ：昨日，ちゃんと京都に行きましたか。 
 B1 ：??いえ，京都に行ったのではありません。 
 B2 ： ＊ いえ，行ったのではありません。 






 （40） A ：で，昨日，行ったのか。 
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